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Significance of morphological alteration by portal vein branch ligation in 

































































トには肝切除後2日目にエンドトキシンとしてlipopolysaccharide （LPS） 1 mg/kgを経静脈的に投与した。
LPS 投与量は正常ラットに対しては非致死量である。LPS投与後7日間生存率に加え、血漿総ビリルビン、
aspartate transaminase （AST）、interleukin （IL）-6、およびtumor necrosis factor （TNF）-α値を測定した。血漿
IL-6 値はIL-6 ELISA system （Amersham Biosciences UK Limited, Buckinghamshire, UK）、血漿TNF-α値は






















































あった。8） PVL後のKi-67 labeling indexは肝細胞では2日目、肝類洞内皮細胞では3日目が頂値であったが、









































































また肝切除2日後にエンドトキシンとしてlipopolysaccharide （LPS） 1 mg/kg（正常ラットに対しては非致死
量）を経静脈的に投与した。LPS投与後7日間生存率、血清総ビリルビン、aspartate transaminase （AST）、

















































































11）PVL 後肝切除により IL-6 及び TNFα の増加が抑制される理由
12）肝細胞、類洞内皮細胞増殖を促進する因子は何か
13）動物実験における 3R の原則とは何か
14）臨床において門脈塞栓後どのようなタイミングで肝切除を行うのが良いか。
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
　　論文審査担当者　　主査　　浦　野　哲　盟
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